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Ⅰ．教育課程 

経済学科（2016年度以降入学）の教育課程では、１年次に入門・基礎レベル、２年次に初中級レベル、

３・４年次には、学生各々が自らの問題意識や研究テーマ、卒業後のキャリア形成を意識しながら、主専

攻分野と副専攻分野を７つの研究分野より選び、応用・発展レベルの学習へと、段階的に積み上げなが

ら学習していく。 

授業科目は、基礎教育科目、外国語科目、保健体育科目、総合教育科目および専門教育科目（必

修科目、選択必修科目、選択科目、自由科目）から構成される。経済学をより広い学際的視野の中に相

対的に位置づけるとともに、より柔軟でかつ体系的な学習が可能となるよう、これらの科目を４ヵ年に配当

して授業を実施している。 

その他、教育職員の免許状取得希望者および社会教育主事・図書館司書・博物館学芸員等の資格

取得希望者のために、教職・資格に関する科目を設置している。 

経済学部では、さらに、大学院経済学部研究科と連携し、有望な学生の大学院進学を奨励する一環

として、学部３・４年次での大学院修士課程１年次科目の履修を認めている。 

 

 

Ⅱ．卒業について 

1．卒業に関する規程 

経済学部経済学科を卒業して学士（経済学）の学位を得るためには、４年以上（最長８年）在学し、下

記に定めた各科目区分の単位数をすべて修得して、合計124単位以上を修得しなければならない。なお、

４年次は学期を問わず、４単位以上を修得する必要がある（留級した場合は通算して４単位以上）。 

 以上の条件を満たせるもので、９月卒業を希望する場合は、期日までに申請が必要となる。 

 

〔経済学科 2016年度以降入学生〕 

1. 基礎教育科目（入門ゼミ）＝４単位 

2. 外国語科目＝12単位 (第一外国語６単位＋第二外国語６単位) 

3. 保健体育科目（スポーツ総合）＝２単位 

4. 総合教育科目 ≧ 26単位 

5. 専門教育科目の合計 ≧ 76単位 

6. 専門教育科目のうち必修科目 ＝４単位 

7. 専門教育科目のうち１年次配当の選択必修科目 ≧ 12単位 

8. 専門教育科目のうち２年次配当の選択必修科目 ≧ 12単位 

9. 専門教育科目のうち３・４年次配当の自分野選択必修科目 ≧ ８単位 

10. 専門教育科目のうち選択必修科目の合計 ≧ 32単位 

11. 専門教育科目のうち必修科目＋選択必修科目＋選択科目 ≧ 60単位 

12. 外国語科目＋保健体育科目＋総合教育科目＋専門教育科目 ≧ 120単位 
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2．卒業所要単位表 

〔経済学科 2016年度以降入学生 卒業所要単位表〕 

科目区分 区  分 卒業に必要な単位 

基礎教育科目 入門ゼミ 必  修    ４単位 
４ 

単位

外国語科目 

第一外国語 必  修    ６単位 

120 

単位

以上

※ 

第二外国語 必  修    ６単位 

選択科目 自由選択 

保健体育科目 

スポーツ総合 必  修    ２単位 

スポーツ種目 自由選択 

総合教育科目  選択必修    26単位以上 

専門教育科目 

必修科目 ４単位 

60単位 

以上 76単位

以上 

選択必修科目 

（1年次配当科目） 
12単位以上

32単位

以上 

選択必修科目 

（2年次配当科目） 
12単位以上

選択必修科目 

（3・4年次配当自分野）
８単位以上 

選択必修科目 

（3・4年次配当他分野）
 

選択科目   

自由科目    

卒 業 所 要 単 位 合 計 124単位以上 

 
※外国語科目＋保健体育科目＋総合教育科目＋専門教育科目の単位数を合算しても116単位にしかな

らないことに注意。120単位を満たすためには、外国語科目、保健体育科目、総合教育科目、専門教育

科目の区分で最低単位数以上の修得が必要になる。 


